
今年度最後となる挙手ウィークの表彰が行われました。挙手の回数が最も
多く，積極的な態度で授業に臨んでいたクラスとして２年Ａ組が選ばれまし
た。また，その中でも特に発表が多かった小松楓さんに個人賞として賞状が
授与されました。

今から１５０年ほど前に生まれた心理学者で「アルフレッド・アドラー」という
人がいます。彼は親子の関係は対等なものであると考え，「子どもが人生の課題に取「子どもが人生の課題に取「子どもが人生の課題に取「子どもが人生の課題に取
り組み，乗り越えていくための勇気を与えることが大切」り組み，乗り越えていくための勇気を与えることが大切」り組み，乗り越えていくための勇気を与えることが大切」り組み，乗り越えていくための勇気を与えることが大切」であると言っています。
先日，金メダルを取った小平奈緒選手がスケートを始めた頃の映像をテレビで見

ましたが，そこにいるお父さんはまさに勇気を与えている父親でした。
人は楽しさが分かれば黙っていても頑張ります。そして，やらなければ自分が損

をすることも知っています。それを突き詰めていったのが羽生結弦選手や小平奈緒
選手ではないでしょうか。
羽生選手は現役続行を表明しました。金メダルはゴールではなく，一つの通過点

としてより高いところを目指そうとする姿勢に勇気づけられます。そういえば新聞
に郷土力士の豪風関も現役続行という記事がありました。素晴らしいと思います。
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